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	チェック項目
	評価
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　スコープの洗浄
	消化管より抜去後すぐにガーゼやワイプでスコープ外表面の拭き取りを行っているか（汚れが固着しないように放置乾燥させていないこと）
	

	
	200mLの酵素系洗浄剤を吸引して吸引チャンネル内の洗浄を行っているか
	

	
	送気・送水チャンネルアダプタを装着し，送気送水を行っているか
（汚れが乾燥する前に，チャンネル内の予備洗浄ができていること）
	

	
	適宜漏水テストを行っているか（自動洗浄消毒装置の漏水テストでも可）
	

	
	スポンジなどを利用し，スコープの外表面の洗浄を行っているか
	

	
	付属部品（送気送水ボタン・吸引ボタン・鉗子栓）をはずし，内径に適応したブラシを用いて洗浄しているか
	

	
	吸引チャンネル（および鉗子チャンネル）を専用ブラシでブラッシングを3方向に行っているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	内視鏡室のチェックポイント②[image: image5.png]
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	チェック項目
	評価

	　　スコープの消毒
	症例ごとに高水準消毒薬を使用し消毒しているか（高水準消毒薬はグルタルアルデヒド［GA］，オルトフタルアルデヒド［OPA］，過酢酸［PAA］の3剤である）
	

	
	薬液の浸漬時間が守られているか（2％グルタラールアルデヒド10分＋アルコール，0.55％オルトフタルアルデヒド5分，0.3％過酢酸5分）
	

	
	薬液の有効濃度と使用期限を厳守しているか（消毒薬専用試験紙を使用して毎日確認しているか）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	用手法
	スコープ内部のすべての管路に消毒薬が注入されているか
	

	
	
	消毒後は流水下で消毒液の残留がないよう十分すすいでいるか（すすぎの時間は薬剤メーカーに確認すること）
	

	
	
	チャンネル洗浄装置を使用してチャンネル内を確実に200mL以上の水ですすいでいるか
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	自動洗浄消毒装置
	スコープ内部のすべての管路に対して適切な洗浄チューブを使用しているか
	

	
	
	自動洗浄消毒装置のフィルタ類の交換は定期的に行っているか
	

	
	
	自動洗浄消毒装置がプログラム通りに作動しているかを確認しているか
	

	
	
	強酸性電解水を使用した自動洗浄消毒装置を使用している場合は，取り扱い説明書に従って管理されているか
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	
	
	
	

	
	
	
	


	内視鏡室のチェックポイント③

	チェック項目
	評価

	　処置具の取り扱い
	処置具を超音波洗浄器で30分間洗浄しているか
	

	
	生検鉗子など超音波洗浄後に潤滑剤を塗布しているか
	

	
	処置具はオートクレーブ滅菌されているか
	

	
	滅菌後の処置具は乾燥状態で扉のある保管庫に収納されているか
	

	
	ディスポーザブルの処置具を再使用していないか
	

	
	ディスポーザブルの処置具などを廃棄する場合は，バイオハザードマークの付いた耐貫通性の感染性廃棄容器に廃棄しているか
	

	
	送水ボトルは毎日洗浄・乾燥されており，週1回はオートクレーブ滅菌されているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　　　　　　　スコープの
　　　　　　保管
	スコープはアルコールフラッシュを行い乾燥させてから保管しているか
	

	
	スコープの保管の際，吸引栓や鉗子栓などをはずした状態で保管しているか
	

	
	スコープは清潔な保管庫にハンガーに吊るした状態で保管されているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	内視鏡室のチェックポイント④

	チェック項目
	評価

	　環境整備
	室内換気が常時できているか，または換気扇が設置されているか
	

	
	高水準消毒薬は密閉容器に入っており，曝露防止が施されているか
	

	
	流し台・水道栓の清掃が1日1回以上行われているか
	

	
	正常な皮膚に接触する器材は洗浄または中・低水準消毒薬で消毒されているか
	

	
	定期的に床の清掃が行われ，汚れがないか
	

	
	血液・体液で汚染された際に使用する次亜塩素酸ナトリウム溶液は準備されているか
	

	
	廃棄容器は適切に配置されているか
	

	
	
	

	
	
	

	　　内視鏡室従事者
　　の防護
	スコープ洗浄・消毒時にマスク・ガウン・手袋・ゴーグルなど個人防護具を着用しているか
	

	
	血液曝露などが予想される場合は，マスク・ガウン・手袋・ゴーグルなど個人防護具を着用しているか
	

	
	処置ごとに手洗いまたは擦式消毒用アルコール製剤で手指衛生が行えているか
	

	
	肝炎ウイルスなどのワクチン接種は行われているか（抗体検査を受けているか）
	

	
	
	

	
	
	

	　洗浄・消毒の

　質保証
	内視鏡の洗浄・消毒に関するマニュアルがあるか
	

	
	消毒効果を証明するために，年1回無作為に抽出したスコープの細菌培養検査を実施しているか
	

	
	スコープの洗浄・消毒の記録を行っているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	

	チェック項目
	評価
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